


珊
会
」
が
組
織
さ
れ
た
。

〃

放
運
動
の
諸
課
題
な
ど
、
部
落
問
題
を
総
体
的
に
理
解
し
、
そ
の

基
本
的
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
本
講
座
を
で
き
る

だ
け
多
数
の
学
生
が
履
習
し
う
る
よ
う
に
、
必
修
化
を
ふ
く
め
て

検
討
す
る
。
「
同
和
教
育
論
」
は
、
教
職
課
程
履
習
者
の
必
修
と

す
る
。

３
部
落
の
実
態
研
修
を
含
め
、
大
学
構
成
員
（
学
生
、
教
員
、
職

員
）
の
部
落
問
題
に
対
す
る
研
修
、
討
論
を
進
め
ろ
。
講
演
会
も

適
時
に
ひ
ら
く
。

４
部
落
問
題
に
対
す
る
学
生
の
意
識
状
況
の
把
握
に
つ
と
め
ろ
。

５
教
員
の
部
落
問
題
研
究
体
制
を
進
め
ろ
。

み
６
大
学
は
、
民
主
主
義
と
人
権
の
基
本
理
念
に
た
ち
、
真
理
と
真

耐
実
を
追
求
す
る
み
ず
か
ら
の
主
体
的
立
場
を
確
立
し
つ
つ
、
部
落

→
解
放
運
動
を
中
心
的
に
に
な
う
部
落
解
放
同
盟
と
協
力
す
る
。

の育搬
（
１
）
人
権
関
係
講
座
の
設
定

解雛
こ
れ
が
、
現
在
の
本
学
の
人
権
教
育
の
基
本
的
な
理
念
と
し
て
継

脳
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
基
本
理
念
・
方
針
に
基
づ
い
て
一
九
七
九
年

お
度
か
ら
、
「
部
落
問
題
」
「
社
会
運
動
史
」
「
韓
国
・
朝
鮮
文
化

こ執
詮
覗
」
「
韓
国
・
朝
鮮
文
化
論
」
「
韓
国
・
朝
鮮
史
」
「
人
権
問
題
」

大
の
五
科
目
を
人
権
関
係
講
座
と
し
て
設
定
し
、
そ
こ
か
ら
必
ず
一
科

伽
目
以
上
選
択
必
修
と
す
る
と
い
う
制
度
を
設
け
た
。
同
時
に
、
同
和

以
後
、
一
○
数
年
が
経
過
し
た
が
、
特
に
本
学
の
人
権
教
育
体
制

に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
は
、
一
九
七
八
年
の
教
授
会
で

の
討
議
と
決
定
で
あ
っ
た
と
思
う
。

そ
の
前
年
に
一
○
数
件
連
続
し
て
差
別
落
書
き
事
件
が
発
生
し
た

り
、
ま
た
、
講
師
に
よ
る
差
別
発
言
問
題
が
発
生
し
、
こ
の
年
の
暮

れ
に
部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
合
会
と
の
間
で
確
認
会
が
も
た
れ

た
。
そ
の
中
で
、
な
ぜ
本
学
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
差
別
事
象
が
起

こ
る
の
か
、
そ
の
原
因
の
究
明
の
重
要
性
を
強
く
指
摘
さ
れ
、
そ
の

問
題
提
起
を
受
け
て
教
授
会
で
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
を
重
ね

た
。
そ
の
結
果
、
本
学
に
お
け
る
「
部
落
問
題
に
対
す
る
大
学
の
基

本
理
念
と
方
針
」
が
、
一
九
七
八
年
五
月
の
教
授
会
で
決
定
さ
れ

た
。
こ
の
内
容
は
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

部
落
問
題
に
対
す
る
大
学
の
基
本
理
念
と
方
針

基
本
理
念

１
部
落
解
放
は
、
民
主
主
義
と
人
権
の
基
本
的
問
題
で
あ
り
、
部

へ
落
解
放
の
た
め
の
教
育
・
研
究
は
、
大
学
に
お
け
る
教
学
の
一
つ

二
、
部
落
問
題
に
対
す
る
大
学
の

基
本
理
念
と
方
針
の
確
立

の
重
要
な
基
礎
で
あ
る
。

２
大
学
は
、
教
育
活
動
を
通
じ
、
構
成
員
そ
れ
ぞ
れ
の
相
互
研

修
、
相
互
討
論
、
相
互
批
判
に
よ
っ
て
、
部
落
問
題
に
正
し
い
認

識
を
も
ち
、
差
別
と
た
た
か
う
人
間
を
つ
く
る
。

３
大
学
は
、
研
究
活
動
の
中
に
、
部
落
解
放
運
動
が
提
起
す
る
基

本
問
題
に
つ
い
て
の
、
理
論
的
・
政
策
的
な
解
明
を
位
置
づ
け
、

解
放
運
動
に
寄
与
す
る
。

基
本
方
針

１
部
落
問
題
委
員
会
に
つ
い
て

①
委
員
会
は
、
部
落
差
別
の
問
題
に
か
か
わ
っ
て
、
教
学
上
の
基

本
方
針
を
検
討
し
、
学
長
、
学
部
長
が
、
教
授
会
に
提
案
す
る
。

②
委
員
会
は
、
す
で
に
対
応
の
方
向
の
き
ま
っ
て
い
る
事
項
に

つ
い
て
は
執
行
的
機
能
を
も
つ
。

③
委
員
会
は
、
緊
急
の
事
態
に
つ
い
て
は
、
学
長
、
学
部
長
の

専
決
権
に
も
と
づ
い
て
臨
機
に
対
応
す
る
。
事
後
に
教
授
会
の

承
認
を
う
ろ
。

本
委
員
会
は
、
ま
た
部
落
解
放
の
課
題
を
教
員
全
体
の
問
題

と
す
る
よ
う
に
つ
と
め
、
そ
の
た
め
の
中
心
的
な
推
進
機
関
と

な
る
。
「
人
権
教
育
に
関
す
る
講
座
委
員
会
」
と
の
関
係
に
お

い
て
は
、
本
委
員
会
は
部
落
問
題
に
関
し
て
、
よ
り
包
括
的
な

責
任
機
関
で
あ
る
。

２
「
部
落
問
題
」
は
、
被
差
別
部
落
の
現
状
、
歴
史
的
背
景
、
解

教
育
論
を
教
職
課
程
の
必
修
科
目
と
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
本
学
で
は
一
九
八
三
年
度
か
ら
そ
れ
ま
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
大
改
訂
し
、
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ

き
人
権
関
係
講
座
も
さ
ら
に
充
実
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
「
韓
国
・
朝

鮮
文
化
論
」
「
韓
国
・
朝
鮮
史
」
と
い
っ
た
、
一
国
の
歴
史
、
文
化

に
関
わ
る
科
目
を
人
権
講
座
と
い
う
枠
組
み
の
中
に
設
定
す
る
の
は

ふ
さ
わ
し
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
を
人
権
講

座
か
ら
は
ず
し
、
「
定
住
外
国
人
問
題
」
に
変
え
た
。

現
在
で
は
人
権
問
題
Ｉ
か
ら
Ⅵ
ま
で
設
け
て
お
り
、
実
際
開
講
し

て
い
る
の
は
人
権
問
題
Ｉ
（
人
権
の
思
想
と
歴
史
）
、
Ⅱ
（
定
住
外

国
人
問
題
）
、
Ⅲ
（
「
障
害
者
」
問
題
）
、
Ⅳ
（
部
落
問
題
）
、
ｖ

（
社
会
運
動
史
）
の
五
講
座
で
、
部
落
問
題
に
つ
い
て
は
Ａ
、
Ｂ
の

二
コ
マ
開
講
し
て
い
ろ
（
「
人
権
講
座
の
受
講
者
数
」
を
参
照
の
こ

と
）
。

本
学
の
人
権
教
育
の
取
り
組
み
の
一
つ
の
特
徴
は
、
以
上
の
よ
う

な
人
権
講
座
を
設
け
、
必
ず
一
科
目
四
単
位
を
選
択
し
、
履
修
し
な

け
れ
ば
卒
業
で
き
な
い
と
い
う
措
置
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
本
学
に
お
け
る
制
度
面
が
充
実
し
て
き
た
一
つ
の
契

機
は
、
学
内
で
の
差
別
事
件
に
対
し
て
部
落
解
放
同
盟
か
ら
確
認
会

を
受
け
た
こ
と
で
あ
る
。
確
認
会
で
の
指
摘
に
基
づ
き
、
そ
の
指
摘

を
教
員
自
身
が
主
体
的
に
受
け
止
め
、
徹
底
的
な
論
議
を
重
ね
る
中

で
「
理
念
と
方
針
」
が
定
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
と
も
と
一
九



う
な
大
学
の
メ
リ
ッ
ト
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
な
お
か
つ
部
落
解
放
運

動
か
ら
大
学
構
成
員
自
ら
が
学
ん
で
い
く
と
い
う
姿
勢
と
運
動
と
の

真
の
協
力
関
係
が
大
事
で
は
な
い
か
と
思
う
。

（
２
）
人
権
教
育
の
た
め
の
体
制

さ
ら
に
人
権
関
係
講
座
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
人
権
関
係
講
座
運

営
委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
い
ろ
。
こ
れ
は
人
権
担
当
の
学
部
長
、
教

務
委
員
長
、
学
生
生
活
委
員
長
、
部
落
問
題
委
員
長
、
人
権
委
員

長
、
人
権
問
題
研
究
・
資
料
室
長
、
人
権
講
座
担
当
者
（
専
任
の
み
）

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ろ
。

み
次
に
職
員
側
に
は
、
部
落
問
題
職
員
研
修
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て

試
い
る
。
本
学
で
は
人
権
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
行
わ
れ
る
わ

亜
け
で
あ
る
が
、
そ
の
つ
ど
関
係
あ
る
委
員
会
が
協
力
を
し
な
が
ら
推

匪
進
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ろ
。
例
え
ば
一
一
年
に
一
回
行
う
狭
山
事
件

糖
に
か
か
わ
る
現
地
研
修
の
場
合
、
部
落
問
題
委
員
会
、
部
落
問
題
職

鰍
員
研
修
委
員
会
、
狭
山
事
件
現
地
研
修
学
生
実
行
委
員
会
の
一
一
一
者
で

蝿
推
進
し
て
き
た
。

ろ鮒
一
二
、
啓
発
・
研
修
の
取
り
組
み
の
概
要

に学
’
一
九
八
七
年
度
の
場
合
ｌ

大

138 139 

次
に
、
啓
発
活
動
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
。
本
学
で
は
部
落

人権講座の受講者(過去５ヵ年）

1987.5.25.作成

…
：
 

問
題
委
員
会
、
人
権
委
員
会
等
々
が
個
別
に
、
あ
る
い
は
共
同
で
い

ろ
い
ろ
な
催
し
も
の
を
実
施
す
る
。
次
ペ
ー
ジ
の
表
は
一
九
八
七
年

度
の
行
事
日
程
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
行
事
の
中
で
、
本
学
に
お
け
る
一
番
の
特
徴
は
、
ク

ラ
ス
討
議
・
ゼ
ミ
討
議
が
行
わ
れ
て
い
る
点
で
は
な
い
か
と
考
え

ろ
。本
学
で
は
英
語
Ｉ
、
Ⅱ
の
ク
ラ
ス
、
三
、
四
回
生
の
専
門
ゼ
ミ
に

お
い
て
、
部
落
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
討
論
を

実
施
し
て
い
ろ
、
全
国
の
大
学
の
な
か
で
、
こ
の
よ
う
に
ク
ラ
ス
単

位
・
ゼ
ミ
単
位
で
討
論
を
実
施
し
て
い
る
大
学
は
少
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

一
九
八
七
年
度
の
場
合
、
こ
の
ク
ラ
ス
討
論
・
ゼ
ミ
討
論
は
主
と

し
て
人
権
週
間
の
時
期
に
行
わ
れ
た
。
本
学
の
人
権
週
間
は
一
一
月

一
六
日
か
ら
一
一
一
日
二
日
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
、
そ
の
間
、
英
語

Ｉ
、
Ⅱ
、
専
門
ゼ
ミ
で
討
論
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
ゼ
ミ
討
議
・
ク
ラ
ス
討
議
の
形
式
を
重
視
す
る
の

は
、
部
落
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
問
題
は
、
な
か
な
か
本
音
が

出
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
少
人
数
で
、
し
か
も
同
世
代
の
学

生
同
士
が
本
音
で
意
見
を
た
た
か
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
互
い

を
啓
発
さ
せ
る
と
い
う
点
を
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
こ
れ
は
本
学
だ
け
の
特
徴
で
は
な
い
が
、
本
学
で
は
二
年

に
一
回
狭
山
事
件
現
地
研
修
を
行
っ
て
い
ろ
。
そ
し
て
毎
年
一
回
、

七
二
年
度
か
ら
具
体
的
な
動
き
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
動
き
が
で
き
る

ま
で
に
は
本
学
建
学
以
来
の
諸
先
生
方
の
本
当
に
長
い
努
力
が
あ

り
、
そ
の
成
果
が
「
基
本
理
念
と
方
針
」
や
、
先
ほ
ど
の
人
権
関
係

講
座
と
い
っ
た
制
度
と
い
う
形
で
結
実
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
残
念
な
こ
と
は
、
こ
れ
ら
は
差
別
事
件
を
き
っ
か
け
と
し

て
お
り
、
本
来
な
ら
ば
差
別
事
件
が
起
こ
る
前
に
教
員
自
身
が
主
体

的
に
考
え
、
制
度
を
確
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。こ
の
よ
う
な
私
た
ち
自
身
が
体
験
し
て
き
た
経
験
を
ふ
ま
え
、
部

落
解
放
運
動
と
協
力
し
な
け
れ
ば
大
学
に
お
け
る
部
落
解
放
教
育
は

十
分
に
は
進
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
地
が
、
「
基
本
方

針
」
の
６
に
表
れ
て
い
ろ
と
言
え
ろ
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
部
落
解
放

同
盟
の
言
い
な
り
に
な
っ
た
り
、
迎
合
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
さ
ら

さ
ら
な
く
て
、
大
学
と
し
て
の
主
体
的
立
場
を
堅
持
し
つ
つ
部
落
解

放
同
盟
と
協
力
す
る
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
性
を
そ
れ
ぞ
れ
が
尊
重
し
、
相
互
批
判
を
繰
り

返
し
な
が
ら
共
に
学
び
あ
う
関
係
が
、
特
に
部
落
解
放
教
育
等
の
人

権
教
育
を
進
め
て
い
く
上
で
非
常
に
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
し
か
し
今
日
、
多
く
の
大
学
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
見
地

は
稀
薄
で
は
な
い
か
と
思
う
。
見
方
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
こ
と
が
大

学
の
特
徴
で
あ
り
メ
リ
ッ
ト
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ

学科目名

年度
’ 

Ｓ､５８ 

(1983） 

Ｓ、５９

(1984） 

Ｓ､６０ 

(1985） 

Ｓ、６１

(1986） 

Ｓ、

(1987） 

人権問題Ｉ
(人権の思想と歴史）

721 642 773 4３１ 

人権問題１１

(定住外国人問題）
257 331 531 641 5４８ 

人権問題Ⅲ
(｢障蒋者｣問題）

415 412 749 836 8(1４ 

人権問題ⅣＡ

(部落問題）
393 573 4()７ 594 677 

人権問題ⅣＢ

(部落問題）
196 284 ・４０６ 383. 661 

･人権問題Ｖ

(社会運動史）
798 511 640 30(） 377 

計 2,059 2,832 3,375 3.527 3.498 



次
に
、
私
が
担
当
し
て
い
ろ
「
部
落
問
題
」
の
講
義
内
容
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
。

私
は
「
部
落
問
題
」
の
講
義
に
つ
い
て
、
次
の
九
点
を
押
さ
え
る

み
よ
う
に
し
て
い
ろ
。

噸
第
一
に
、
部
落
差
別
の
厳
存
、
被
差
別
部
落
に
対
す
る
差
別
が
厳

つ
し
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
ま
ず
学
生
に
知
ら
せ
る
よ
う
に
し
て
い

卜
ろ
・

縮
第
一
一
に
「
寝
た
子
を
起
す
な
」
と
い
う
考
え
は
、
現
在
も
学
生
の

》燗肌Ⅷ噸吐、匠柵燗州Ⅷ確助艸航》川訓奴ⅢⅨ、舷酬鯏耐
る
な
ら
ば
、
部
落
問
題
の
講
義
に
対
し
て
学
生
の
反
発
が
っ
の
ろ
ば
か

けお
り
で
あ
る
。
な
ぜ
、
部
落
問
題
に
つ
い
て
は
「
寝
た
子
を
起
こ
す

執
な
」
と
い
う
考
え
が
出
て
く
る
の
か
を
〈
学
生
に
考
え
さ
せ
る
よ
う

大
に
し
て
い
ろ
。
他
の
差
別
で
は
少
な
く
と
も
「
寝
た
子
を
起
こ
す

皿
な
」
と
い
う
考
え
方
は
あ
ま
り
出
て
こ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
と
こ
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ＩＳＵ 被
差
別
部
落
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
い
ろ
。
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
は
、
参
加
学
生
の
感
想
文
を
読
ん
で
も
、
学
生
に
ず

い
ぶ
ん
好
ま
し
い
影
響
を
与
え
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
Ｐ

1987年度部落問題委員会、人権委員会、人権問題研究.､資料室行事日程

四
、
講
譲
内
容
の
留
意
点
と
学
生
の

自
主
的
取
り
組
み
Ⅱ
受
講
生
会
議
の
活
動

ろ
が
部
落
問
題
の
場
合
は
そ
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
「
寝
た
子
を
起

こ
す
な
」
と
い
う
考
え
が
出
て
く
る
。
そ
の
点
を
考
え
さ
せ
、
な
お

か
つ
そ
れ
が
い
か
に
誤
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
よ
う
に
し
て
い
ろ
。

そ
し
て
三
番
目
に
、
部
落
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
の
克

服
に
む
け
、
努
力
を
し
て
い
ろ
。
こ
れ
も
各
種
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
教
育
を
受
け
て
き
た
学
生

で
さ
え
も
、
被
差
別
部
落
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
暗
い
、
悲
惨
、

閉
鎖
的
、
こ
わ
い
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
こ
れ

を
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
た
と
え
部
落
問
題
を
知
的
に
理
解
し

て
も
、
本
当
の
血
と
な
り
肉
と
な
る
理
解
は
得
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ

る
。四
番
目
に
は
、
部
落
に
対
す
る
そ
の
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
偏
見
と
そ

の
批
判
を
行
う
。

五
番
目
に
は
、
差
別
と
偏
見
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
い

ろ
。
こ
れ
で
だ
い
た
い
前
期
が
終
っ
て
し
ま
う
。

後
期
は
再
び
差
別
の
実
態
に
つ
い
て
も
う
少
し
統
計
的
な
数
字
を

使
い
つ
つ
、
具
体
的
に
説
明
す
る
。

七
番
目
に
、
部
落
の
歴
史
に
入
り
、
ど
う
し
て
こ
う
い
う
差
別
が

生
ま
れ
て
き
た
の
か
歴
史
的
に
説
明
し
て
い
ろ
。

八
番
目
に
部
落
解
放
運
動
の
歴
史
に
つ
い
て
触
れ
ろ
。

最
後
に
部
落
解
放
運
動
の
現
状
と
課
題
と
い
う
話
を
し
て
い
ろ
。

》
蝋
・
勲
巍
罫

園
。
剖
資
貰
畜

瀧
蝋
箪
譜
蝉
討
鴬
欝
鼠
欝
譲
靭
撫
鰭
熟
墳
一
鰯
發
一
跡

注）「部｣は部落問題委員会、「人｣は人権委員会、「資｣は人権問題研究・資料室のことをさす。

日時 委員会

(1)諸企画（

①非常勤講師懇談会

②新入生ガイダンス

③新入生対象r人権問題研究･資料室｣オリエンテーション(英語Ｉ）

④人権展

⑤新任教員オリエンテーション

⑥狭山事件に関するパネル展

⑦新入生に対する資料配布と説明(基礎講義）

⑧「就職差別｣に関するゼミ討議(４回生対象）

⑨障害者学生よりニーズを聞く会

⑩近畿地区被差別部落現地研修奈良県御所市小林地区

⑪人権週間における資料配布と討議(英語1.11、専門ゼミ３．４）

(2)講演会・シンポジウム・映画等

①狭山事件：「冤罪の構造」（森井瞳）

② 「『ひと』らしく生きる」（江嶋修作）

③「日本社会における朝鮮人差別の現実

－私の生立ちを通して－」（趙顕吉）

④人権週間行事として実施

講演会・映画等

全学シンポジウム

(3)教授会研修・その他

① 

② 

③ 

④ 

｡ 

ｒ 

ｒ 

ｒ 

参加者のべ1,600人余/5,714人

本学の人権教育の現状と諸問題」

女からの旅立ち－私と障害者差別

人権問題研究・資料室報』（９号）

人権問題研究・資料室報』（別冊）

」

⑤『近畿地区被差別部落現地研修報告書

⑥「日本の老人問題」（古谷野助教授）

⑦「社会主義社会の人権問題

⑧『人権問題研究・資料室報

」

」

(八木峰）

』

(鈴木（博）助教授）

(10号）
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5／６～７／1８ 

６月初

6/22～６/2７ 

6/2６ 

7／４ 

11月下旬
～12月上旬

5／1９ 

6／１ 

７／９ 

11月「旬

～12月上(]ノ

６／５ 

６／４ 

７月初

７月初

1１月

7／９ 

11月～12月

1/2０ 

資人人・
人

人

人

人

人人

人

資

，。。人部・部部。人部・
部・人

‐●．● 

・資資．部資資資

部部・
部

部

部

部

Ｊｊ７Ｊ 

瀞淵．淵
部

部

● 



ｕ２ 
143大学における部落解放教育の一つの試み
最
近
は
こ
の
よ
う
な
九
つ
の
柱
を
た
て
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
最

初
の
こ
ろ
「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」
や
部
落
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
・

イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
と
い
う
こ
と
に
あ
ま
り
努
力
を
し
な
か
っ
た
た
め

に
、
最
後
に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
さ
せ
た
時
、
か
な
り
の
受
講
者
の
中

か
ら
差
別
的
な
発
言
が
出
て
き
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
ダ
メ
だ
と
い

う
こ
と
で
、
こ
こ
数
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
、
気
を
つ
け
て
こ
の
よ
う
な

柱
を
立
て
て
講
義
を
行
っ
て
い
ろ
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
数
年
、
「
部
落
問
題
」
Ａ
・
Ｂ
の
講
義
と
も
に

四
○
○
人
か
ら
六
○
○
人
と
い
う
受
講
生
を
抱
え
て
い
ろ
。
い
か
に

私
た
ち
が
努
力
を
し
て
も
、
マ
ス
・
プ
ロ
教
育
が
も
っ
て
い
る
大
き

な
限
界
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
真
撃
な
態
度
で
は
な
く
、
単
位
を
そ

ろ
え
る
た
め
に
履
修
す
る
学
生
も
か
な
り
増
え
て
き
て
、
ず
い
ぶ
ん

受
講
態
度
が
悪
い
と
い
う
形
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
ろ
。
毎

時
間
注
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
私
語
を
す
る
よ
う
な
状

況
が
存
在
し
て
い
ろ
。

し
か
し
、
そ
う
い
う
中
で
人
権
教
育
が
ま
が
り
な
り
に
も
少
し
ず

つ
前
進
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
は
ひ
と
え
に
学
生
が
自
主
的
に
つ
く

り
あ
げ
て
い
る
「
受
講
生
会
議
」
の
活
動
が
あ
る
か
ら
だ
、
と
私
は

考
え
て
い
ろ
。

受
講
生
会
議
は
本
学
だ
け
で
な
く
、
大
阪
を
中
心
と
し
て
他
の
い

く
つ
か
の
大
学
で
も
組
織
さ
れ
て
い
ろ
。
「
部
落
問
題
」
な
ら
「
部

落
問
題
」
を
受
け
る
学
生
が
主
体
的
に
組
織
を
つ
く
り
、
受
講
生
会

は
、
部
落
問
題
論
Ｂ
の
場
合
で
は
二
○
数
名
が
参
加
し
、
ほ
ぼ
毎
週

一
回
昼
休
み
に
集
ま
っ
て
会
議
を
開
い
て
い
た
。
六
月
に
は
就
職
差

別
の
問
題
を
中
心
と
し
た
部
落
差
別
実
態
に
つ
い
て
調
べ
、
七
月
に

は
六
月
の
テ
ー
マ
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
討
論
を
組
織
し
て
い
ろ
。
六
○

○
人
も
い
る
受
講
生
が
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
る
の
で
、
四
つ
ほ
ど
の
教

室
に
別
れ
て
討
論
を
行
う
の
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
が
私
一
人
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
て
い
ね
い
に
指
導
す
る
と
い
う
こ
と
は
と
て

も
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
か
り
に
一
人
で
四
つ
の
教
室
を
回
れ
た

と
し
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
発
言
が
飛
び
出
す
わ
け
だ
か
ら
、
そ
れ
ら

全
て
に
対
し
て
私
一
人
で
対
処
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
受
講
生
会
議
が
か
か
わ
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
必
ず
一
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
受
講
生
会
議
の
メ
ン
バ
ー
が
入
り
込
む
、
さ
ら
に
部
落
解

放
研
究
会
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
問
題
研
究
会
の
学
生
が
協
力
し
て

入
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
な
ん
と
か
討
論
が
正
し
い
方
向
へ
組
織

で
き
ろ
。
ま
た
、
た
い
て
い
前
年
度
の
受
講
生
会
議
の
メ
ン
バ
ー
が

新
し
い
受
講
生
会
議
の
活
動
を
手
伝
う
な
ど
の
協
力
も
行
っ
て
く
れ

て
い
ろ
。

こ
の
よ
う
な
受
講
生
会
議
の
活
動
を
通
じ
て
、
学
生
が
ど
の
よ
う

に
変
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
を
簡
単
に
み
て
お
き
た
い
と
思

う
。
あ
る
学
生
は
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
ろ
。

へ
以
前
の
私
は
、
部
落
差
別
を
な
く
す
た
め
に
は
、
あ
や
ま
っ
た
考

議
が
絶
え
ず
担
当
教
員
と
話
し
合
い
な
が
ら
学
生
自
ら
い
ろ
ん
な
企

画
を
た
て
、
講
義
を
充
実
し
た
も
の
に
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
ろ
。

一
九
八
七
年
度
の
場
合
、
四
月
一
六
日
に
受
講
生
会
議
が
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
同
時
に
こ
こ
で
グ
ル
ー
プ
分
け
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
講
義
で
は
グ
ル
ー
プ
討
論
を
重
視
し
て
お
り
、
年
二

回
な
い
し
三
回
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
討
論
を
行
う
さ
い
の
グ
ル
ー

プ
分
け
を
当
初
に
行
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
受
講
生
会
議
の
主
な

活
動
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

え
で
あ
る
「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
論
」
の
「
寝
た
子
」
同
然
で
し
た
。

高
校
ま
で
同
和
教
育
を
う
け
ず
、
両
親
や
友
人
か
ら
も
差
別
的
な

発
言
を
き
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
桃
大
に
き
て
部
落
差

別
の
こ
と
を
き
い
て
も
、
何
も
し
ら
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
自
分
は

差
別
者
で
は
な
い
と
い
う
、
へ
ん
な
自
信
が
あ
り
、
そ
う
し
た
自
信

か
ら
の
主
張
を
く
り
か
え
す
だ
け
で
し
た
。
差
別
さ
れ
て
い
る
人
は

か
わ
い
そ
う
だ
け
れ
ど
、
私
は
差
別
し
て
い
な
い
、
そ
し
て
、
そ
う

思
う
こ
と
で
、
差
別
の
問
題
を
ま
る
で
他
人
ご
と
の
よ
う
に
思
っ
て

き
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
、
他
方
で
は
、
部
落
問
題
に
つ
い
て
、
こ
れ
以
上
く
わ

し
く
知
れ
ば
、
自
分
が
差
別
者
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

い
う
想
い
も
あ
り
、
そ
う
な
る
こ
と
が
非
常
に
こ
わ
く
て
、
部
落
問

題
を
ず
っ
と
さ
け
る
よ
う
に
し
て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
も
、
な
ぜ

私
が
「
人
権
問
題
Ⅳ
」
の
講
義
を
履
修
し
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ

は
、
た
だ
単
に
時
間
割
の
都
合
か
ら
だ
け
で
し
た
。

講
義
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
は
、
授
業
に
出
席
す
る
こ
と
は
、
な
に

か
、
こ
う
、
た
い
へ
ん
心
が
重
く
苦
痛
で
し
た
。
今
か
ら
思
う
と
、

そ
の
原
因
は
、
私
に
は
部
落
差
別
は
解
決
し
よ
う
の
な
い
問
題
だ
と

思
え
た
こ
と
、
そ
し
て
自
分
の
心
の
奥
に
あ
る
差
別
意
識
を
せ
め
ら

れ
る
こ
と
に
対
す
る
苦
痛
な
ど
に
あ
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
に
受
講
生
会
議
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

話
を
聞
く
う
ち
に
、
少
し
勇
気
が
で
て
き
ま
し
た
。
受
講
生
会
議
は

受講生会議結成

狭山事件に関する研究発表

就職差別の問題を中心とした部落差

別の実態の資料収集と分析

６月のテーマによるグループ討論

前期のまとめ

結婚差別を中心とする部落差別の実

態の資料収集と分析

10月のテーマによるグループ討論

１年間のまとめ

月
月
月

４
５
６
 

７月

９月

10月

11月

１月

五
月
の
狭
山
事

件
の
研
究
発
表

は
、
学
生
自
身
が

講
義
の
中
で
行
っ

て
い
る
。
そ
の
た

め
に
は
事
前
に
受

講
生
会
議
自
身
が

資
料
を
集
め
た

り
、
調
査
を
し
た

り
、
討
論
を
し
た

り
し
て
ま
と
め
て

こ
の
受
講
生
会

議
の
メ
ン
バ
ー

い
ろ
。



ス
。
ゼ
ミ
が
存
在
す
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
後
の
学

生
と
の
話
し
合
い
の
場
で
強
い
不
満
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る
が
、
、
ぜ
づ
が
く
大
学
と
し
て
討
論
を
保
障
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
十
分
に
活
用
し
き
れ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
も
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
考
え
る
と
、
私
た
ち
教
員
自
身
が

も
っ
と
も
っ
と
人
権
意
識
を
高
め
、
そ
の
た
め
の
研
修
を
も
っ
と
深

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ろ
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、
人
権
講
座
の
マ
ス
・
プ
ロ
化
を
い
か
に

し
て
適
正
規
模
に
是
正
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
あ
る
大
学
で

は
人
権
講
座
が
い
わ
ゆ
る
自
由
科
目
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
受
講
生

み
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
ろ
と
い
う
話
を
聞
く
が
、
か
つ
て
本
学
で
も

噸
自
由
科
目
で
あ
っ
た
た
め
同
じ
こ
と
を
経
験
し
て
い
ろ
。
そ
の
経
験

→
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
差
別
社
会
で
は
、
ま
た

の
小
旦
中
α
一
員
の
人
権
教
育
の
体
制
が
十
分
に
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い

糖
状
況
の
も
と
で
は
、
つ
い
つ
い
学
生
た
ち
（
学
生
だ
け
で
は
な
い

鮒
が
）
は
差
別
に
流
れ
が
ち
で
あ
り
、
そ
れ
に
な
ん
と
か
歯
止
め
を
か

蝋
け
よ
う
と
し
な
い
と
、
そ
の
よ
う
な
結
果
に
な
る
の
は
あ
る
意
味
で

鵬
は
当
然
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
は
じ
め
は
建
前

お
的
で
、
仕
方
な
い
か
ら
受
け
る
と
い
う
学
生
で
あ
っ
て
も
、
少
し
ず

こ戦
つ
変
容
し
て
く
れ
る
学
生
が
出
て
く
る
の
で
、
何
ら
か
の
枠
を
は
め

大
て
言
葉
は
悪
い
が
一
定
の
「
し
ぼ
り
」
を
か
け
る
こ
と
は
効
果
の
あ

５
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週
に
一
度
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
差
別
に
か
ん
す
る
自
分
の
想
い
が
の

べ
ら
れ
る
場
が
あ
た
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
大
変
う
れ
し
く
、
こ
の
問

題
が
ど
ん
ど
ん
身
近
な
も
の
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
あ
る
と
き
、
受
講
生
会
議
に
参
加
し
て
い
ろ
、
あ
る
人

が
、
み
ん
な
の
前
で
、
自
分
が
部
落
の
出
身
者
で
あ
る
と
宣
言
し
ま

し
た
。
さ
っ
き
話
し
て
お
ら
れ
た
Ｍ
さ
ん
の
場
合
も
同
じ
だ
と
思
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
宣
言
を
す
る
に
は
、
大
変
な
勇
気
が
必

要
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ほ
ど
、
つ
ら
い

は
、
も
っ
と
、
み
ん
な
）

そ
れ
ほ
ど
、
つ
ら
い
想
い
を
し
て
ま
で
宣
言
し
た
と
い
う
こ
と

は
、
も
っ
と
、
み
ん
な
に
真
剣
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
想
い

か
ら
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
初
め
て
身
近
に
部
落
の
人
が
い
た
と
知
っ

た
こ
と
と
、
私
を
信
頼
し
て
く
れ
た
の
だ
と
思
う
と
、
も
う
、
い
い

か
げ
ん
な
気
持
ち
で
い
け
な
い
と
、
身
が
ひ
き
し
ま
る
想
い
が
し
ま

し
た
。

そ
し
て
、
講
義
に
出
席
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
差
別
が

不
当
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
想
い
が
、
だ
ん
だ
ん
、
つ
よ
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
が
講
義
・
受
講
生
会
義
に
参
加
し
て
一
番

変
わ
っ
た
の
は
、
差
別
は
な
く
せ
ろ
と
確
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
す
。
差
別
は
人
為
的
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ど
こ
を

ど
う
考
え
て
も
、
差
別
の
存
在
は
、
あ
き
ら
か
に
、
ま
ち
が
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
差
別
は
正
し
い
教
育
に
よ
っ
て
な
く
し
て

い
く
こ
と
が
可
能
だ
と
、
今
の
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
ｖ

次
に
第
一
一
一
点
目
と
し
て
、
八
三
年
度
か
ら
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大

改
訂
を
行
っ
た
が
、
さ
ら
に
改
訂
を
加
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
か
つ
て
本
学
で
は
基
礎
ゼ
ミ
が
一
回

生
対
象
に
開
か
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
ゼ
ミ
討

論
が
非
常
に
や
り
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
ろ
。
と
い
う
の
も
英
語
Ｉ

。
Ⅱ
の
ク
ラ
ス
で
、
人
権
問
題
の
討
論
を
行
う
こ
と
に
対
し
て
は
、

学
生
の
間
に
少
な
か
ら
ず
の
違
和
感
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
私
自
身
は
、
比
較
的
討
論
を
行
う
の
に
な
じ
み
や
す
い
基
礎
ゼ

ミ
、
あ
る
い
は
プ
ロ
ゼ
ミ
に
相
当
す
る
よ
う
な
ゼ
ミ
を
一
回
生
対
象

に
復
活
し
て
欲
し
い
と
い
う
希
望
を
も
っ
て
い
ろ
。

以
上
の
点
を
指
摘
し
て
凡
私
の
拙
い
報
告
を
終
り
た
い
と
思
う
。

こ
の
よ
う
に
学
生
は
、
受
講
生
会
議
の
活
動
と
講
義
へ
の
参
加
に

よ
っ
て
確
実
に
自
己
変
革
を
遂
げ
て
き
て
い
ろ
。

こ
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
き
た
本
学
の
人
権
教
育
も
、
現
在
、
い

く
つ
か
の
問
題
を
抱
え
て
い
ろ
。
そ
の
一
番
大
き
な
問
題
は
、
や
は

り
私
も
含
め
て
私
た
ち
教
員
自
身
の
人
権
意
識
が
い
ま
だ
に
十
分
に

は
確
立
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
点
に
あ
る
、
と
私
は
考
え
て
い

ろ
。
昨
年
度
、
本
学
で
は
講
義
中
に
在
日
朝
鮮
人
に
か
か
わ
る
問
題

発
言
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
指
摘
し
た
の
は
、
部
落
解
放
研
究
会
に

も
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
問
題
研
究
会
に
も
入
っ
て
い
な
い
学
生
で
あ

っ
た
。
一
方
で
差
別
落
書
き
が
発
生
し
た
り
、
教
員
の
側
か
ら
問
題

発
言
が
な
さ
れ
、
他
方
で
一
般
学
生
の
中
か
ら
そ
れ
を
指
摘
で
き
る

学
生
が
育
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
本
学
の
人
権
教
育
の
「
産
み

の
苦
し
み
」
の
状
況
の
一
端
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ろ
と
言
え
る
よ
う
に

思
わ
れ
ろ
。

ま
た
ク
ラ
ス
討
論
・
ゼ
ミ
討
論
に
つ
い
て
だ
が
〔
前
述
し
た
形
で

実
施
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
十
分
な
討
議
が
で
き
て
い
な
い
ク
ラ

〈
資
料
〉▲
こ
こ
数
年
間
に
お
け
る
本
学
の
解
放
教
育
に
つ
い
て
の
総

括
と
課
題

一
九
八
二
・
五
・
七
・

桃
山
学
院
大
学
部
落
問
題
委
員
会

１
こ
こ
数
年
間
に
お
け
る
解
放
教
育
の
取
り
組
み
状
況
／

本
学
で
は
、
一
九
七
七
年
六
月
二
○
日
か
ら
二
月
末
ま
で
の
半
年
た

ら
ず
の
間
に
一
一
一
一
件
に
及
ぶ
差
別
落
書
が
発
生
し
、
同
年
一
一
一
月
二
一
一
日

に
部
落
解
放
同
盟
に
よ
る
確
認
会
が
も
た
れ
た
。
そ
の
と
き
の
指
摘
と
要

請
を
ふ
ま
え
て
、
翌
年
五
月
の
教
授
会
に
お
い
て
、
以
下
に
掲
げ
る
「
部

落
問
題
に
対
す
る
大
学
の
基
本
理
念
と
方
針
」
を
決
定
し
た
。

部
落
問
題
に
対
す
る
大
学
の
基
本
理
念
と
方
針
（
省
略
）
》

五
、
今
後
の
課
題

（
『
桃
山
学
院
大
学
人
権
問
題
研
究
・
資
料
室
報
』

第
一
○
号
△
九
八
八
・
一
〉
一
四
’
一
五
頁
）

： 
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「
第
一
に
Ｌ
学
内
で
の
差
別
落
書
・
差
別
ス
テ
ッ
カ
ー
の
発
生
の
背
景

に
は
、
こ
こ
一
○
年
余
に
わ
た
る
日
本
経
済
の
長
期
不
況
お
よ
び
政
治
の

反
動
化
の
強
ま
り
の
な
か
で
、
民
衆
の
あ
い
だ
に
不
満
が
蓄
積
さ
れ
て
き

て
い
る
こ
と
、
し
か
も
そ
の
不
満
の
ハ
ケ
ロ
が
歪
め
ら
れ
て
１
１
つ
ま
り

差
別
意
識
に
よ
っ
て
１
１
被
差
別
部
落
や
部
落
解
放
運
動
に
向
け
ら
れ
て

い
る
と
い
う
事
情
が
横
た
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
以
上
の
最
近
に
お
け
る
日
本
全
体
を
お
お
っ
て
い
る
社
会
的

・
経
済
的
・
政
治
的
お
よ
び
文
化
的
状
況
を
反
映
し
て
、
本
学
に
お
い
て
も

以
前
の
差
別
落
書
に
比
べ
て
、
解
放
運
動
に
対
す
る
攻
撃
的
Ｃ
挑
発
的
性

格
の
も
の
が
よ
り
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
と
り
わ
け
本
年
六
月
に
発
見

さ
れ
た
差
別
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
部
落
解
放
同
盟
の
名
を
か
た
る
こ
と
に
よ

り
定
住
外
国
人
と
被
差
別
部
落
の
人
々
を
互
い
に
反
目
・
対
立
さ
せ
よ
う

と
い
う
意
図
を
含
ん
で
お
り
、
し
か
も
掲
示
板
等
に
公
然
と
貼
ら
れ
て
い

た
も
の
で
、
き
わ
め
て
悪
質
な
差
別
的
意
図
を
も
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

．
（
中
略
）

第
三
に
、
上
述
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
現
に
学
内

に
お
い
て
数
多
く
の
悪
質
き
わ
ま
り
な
い
差
別
落
書
・
差
別
ス
テ
ッ
カ
ー

事
件
が
発
生
し
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
本
学
の
責
任
で
あ
っ
て
、

本
学
の
解
放
教
育
体
制
・
人
権
教
育
体
制
が
い
ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
こ

と
の
結
果
で
あ
る
哩

我
々
は
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
第
三
の
点
に
つ
い
て
と
く
に
深
刻
に

受
け
と
め
、
本
学
の
教
学
体
制
の
ど
こ
に
問
題
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
て
き
た
。
以
下
は
そ
の
検
討
の
結
果
、
得
ら
れ
た
現
段
階
で
の

我
々
の
見
解
で
あ
る
。

以
降
、
以
上
の
理
念
と
方
針
に
基
づ
い
て
、
ゼ
ミ
討
議
・
映
画
鑑
賞
・

講
演
会
・
パ
ン
フ
『
差
別
か
ら
の
解
放
の
た
め
に
』
の
配
布
・
基
礎
ゼ
ミ

と
外
書
ゼ
ミ
で
の
劇
画
『
差
別
が
奪
っ
た
青
春
』
の
回
覧
（
以
上
八
毎

年
）
、
全
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
一
九
八
一
・
二
、
狭
山
現
地
研
修
（
一

九
七
八
・
七
と
一
九
八
○
℃
一
○
）
、
被
差
別
部
落
で
の
現
地
研
修
二

九
八
一
・
六
）
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
分
析
（
三
回
）
、
研
修
教
授
会
（
一
一

回
）
等
々
を
実
施
し
て
き
た
。
ま
た
、
一
九
七
九
年
度
よ
り
「
部
落
問

題
」
「
社
会
運
動
史
」
「
韓
国
・
朝
鮮
文
化
論
」
「
韓
国
・
朝
鮮
史
」

「
人
権
問
題
」
（
た
だ
し
、
こ
の
科
目
は
一
九
八
一
年
開
講
）
の
人
権
関

係
科
目
中
、
一
科
目
選
択
必
修
制
と
し
、
「
同
和
教
育
論
」
を
教
職
課
程

の
必
修
科
目
と
す
る
措
置
を
と
っ
た
。

解
放
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
学
内
組
織
に
つ
い
て
は
、
教
授
会
の
も

と
に
当
初
、
「
部
落
問
題
委
員
会
」
と
「
人
権
教
育
に
関
す
る
講
座
委
員

会
」
の
二
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
後
者
は
一
九
八
○
年
度
よ
り

「
人
権
委
員
会
」
と
改
称
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

一
九
八
○
年
六
月
に
は
広
く
人
権
問
題
に
関
す
る
資
料
の
収
集
、
調
査

ｄ
研
究
を
通
じ
て
人
権
意
識
の
高
揚
と
人
権
教
育
の
い
っ
そ
う
の
推
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
人
権
問
題
研
究
・
資
料
室
」
が
設
置
さ

れ
た
。

そ
の
他
、
教
授
会
と
し
て
狭
山
事
件
の
再
審
を
求
め
る
決
議
や
同
和
対

策
事
業
特
別
措
置
法
の
強
化
・
改
正
を
求
め
る
決
議
な
ど
を
採
択
す
る
な

ど
、
部
落
解
放
運
動
が
提
起
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、
微
力
な
が
ら
も
大

学
で
教
育
・
研
究
に
た
ず
さ
わ
る
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
主
体
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

②
解
放
教
育
の
取
り
組
み
の
問
題
点

①
人
権
関
係
科
目
に
つ
い
て

人
権
関
係
科
目
五
科
目
中
一
科
目
選
択
必
修
制
は
、
全
国
の
他
大
学
に

さ
き
が
け
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
本
学
の
解
放
教
育
推
進
の
た
め
の
主

要
な
柱
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
制
度
の
実
施
に
よ
っ
て
「
部
落
問
題
」
の

講
義
の
受
講
生
の
数
も
、
実
施
前
六
か
年
の
平
均
が
一
七
七
人
で
あ
っ
た

も
の
が
、
実
施
後
三
か
年
の
平
均
が
三
九
一
人
と
い
う
よ
う
に
、
一
一
・
一
一

倍
に
増
え
た
。
講
義
の
内
容
面
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
昨
年
九
月
に
実

施
し
た
四
回
生
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
み
る
と
、
「
部
落
問

題
」
受
講
の
感
想
と
し
て
、
一
層
の
関
心
を
持
っ
た
者
四
人
（
六
・
九
％
）
、

理
解
の
深
ま
っ
た
者
三
九
人
（
六
七
・
一
一
％
）
、
誤
解
・
偏
見
が
取
り
除

か
れ
た
者
六
人
（
一
○
・
三
％
）
と
い
う
よ
う
に
、
き
わ
め
て
限
ら
れ
た

範
囲
で
は
あ
る
が
、
一
定
の
成
果
を
み
て
い
る
。
し
か
し
、
七
人
二
一
一

二
％
）
も
の
受
講
生
が
「
あ
ま
り
意
義
が
な
か
っ
た
」
と
評
価
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
、
講
義
内
容
に
よ
り
い
っ
そ
う
の
改
善
の
余
地
が
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
講
義
の
運
営
方
法
・
成
績
の
評
価
方
法

な
ど
に
つ
い
て
も
、
人
権
関
係
科
目
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る

か
ど
う
か
、
さ
ら
に
厳
し
く
点
検
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

同
時
に
、
現
在
、
人
権
関
係
科
目
の
受
講
者
数
に
大
き
な
偏
り
が
み
ら
れ

る
け
れ
ど
も
、
そ
の
原
因
の
究
明
や
克
服
の
方
法
等
に
つ
い
て
の
検
討

が
、
必
ず
し
も
十
分
に
な
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
な
い
。

②
ゼ
ミ
討
議
に
つ
い
て

部
落
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
問
題
の
学
習
に
つ
い
て
は
、
系
統
的
、

体
系
的
に
は
前
記
の
人
権
関
係
科
目
の
中
で
行
な
わ
れ
る
も
の
で
は
あ
る

我
々
の
努
力
が
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
、
次
項
に
み
ろ
と
お

り
で
あ
る
が
、
不
十
分
な
が
ら
も
そ
の
成
果
の
一
端
を
、
昨
年
九
月
に
行

な
っ
た
四
回
生
五
○
六
人
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
「
部
落
解

放
運
動
の
三
大
課
題
」
の
認
識
度
の
項
目
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
９
す
な

わ
ち
、
彼
ら
が
入
学
し
て
き
た
四
年
前
の
調
査
と
比
べ
て
み
る
と
、
狭
山

事
件
に
つ
い
て
、
川
「
よ
く
知
っ
て
い
る
」
が
七
・
八
％
↓
一
五
・
二

％
何
「
大
体
知
っ
て
い
る
」
が
三
八
・
七
％
↓
五
九
・
九
％
、
「
聞

い
た
こ
と
は
あ
る
」
が
四
一
・
○
％
↓
二
○
・
九
％
Ｈ
「
知
ら
な
い
」

が
八
・
五
％
↓
三
・
八
％
と
い
う
よ
う
に
認
識
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。
同

様
に
同
特
法
に
つ
い
て
は
、
い
「
よ
く
知
っ
て
い
る
」
が
一
・
三
％
↓
五

・
一
一
一
％
何
「
大
体
知
っ
て
い
る
」
が
九
・
七
％
↓
一
三
・
七
％
ｈ

「
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
」
が
一
一
一
八
・
三
％
↓
四
九
・
○
％
目
「
知
ら
な

い
」
四
五
・
六
％
↓
一
三
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。

２
本
学
に
お
け
る
解
放
教
育
の
取
り
組
み
の
問
題
点

Ⅲ
差
別
落
書
・
差
別
ス
テ
ッ
カ
ー
の
続
発
と
我
々
の
見
解
・

上
述
の
よ
う
な
解
放
教
育
推
進
に
む
け
て
の
我
々
の
努
力
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
一
九
七
八
年
度
三
件
、
一
九
七
九
年
度
一
件
、
一
九
八
○
年
度
五

件
、
一
九
八
一
年
度
四
件
（
う
ち
三
件
は
ス
テ
ン
カ
ー
、
一
件
は
落
書
）
、

計
一
三
件
も
の
差
別
落
書
・
差
別
ス
テ
ッ
カ
ー
事
件
が
発
生
し
た
。
こ
う

し
た
差
別
事
件
に
つ
い
て
の
我
々
の
見
解
は
、
一
九
八
一
年
九
月
一
一
二
日

付
の
部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
合
会
へ
の
回
答
書
（
「
解
放
教
育
」
推
進

に
む
け
た
、
一
連
の
部
落
差
別
事
件
に
関
わ
る
大
学
統
一
交
渉
に
お
け
る

交
渉
課
題
に
対
す
る
回
答
）
に
述
べ
て
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。
以
下
、
そ

の
該
当
部
分
を
引
用
す
る
。

Ⅲ
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］
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ー
ニ

０
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が
、
五
科
目
中
一
科
目
選
択
制
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
他
の
科
目
で
扱
わ

れ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
は
十
分
学
習
す
る
時
間
も
な
く
、
ま
た
少
人
数

で
教
員
と
と
も
に
十
分
話
し
合
う
機
会
に
も
恵
ま
れ
て
い
な
い
。
し
た
が

っ
て
人
権
教
育
を
大
学
ぐ
る
み
で
推
進
し
て
い
こ
う
と
す
る
場
合
、
ゼ
ミ

討
議
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
例
年
、
実
施
し
て
き
た
ゼ
ミ
討
議
を
ふ
り
か
え
っ
て

み
る
と
、
ゼ
ミ
に
よ
っ
て
は
殆
ん
ど
討
議
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
場

合
も
あ
り
、
ま
た
、
た
と
え
討
議
が
な
さ
れ
て
も
γ
建
前
だ
け
の
意
見
が

多
く
、
ゼ
ミ
参
加
者
す
べ
て
が
本
音
を
出
し
あ
っ
て
自
己
の
問
題
と
し
て

と
ら
え
る
と
こ
ろ
ま
で
掘
り
さ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
っ
た

と
い
え
る
。

③
映
画
鑑
賞
・
講
演
会
・
全
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
現
地
研
修
等
に
つ
い
て

本
学
で
は
資
料
一
の
よ
う
に
、
年
に
数
回
、
上
記
の
催
し
を
実
施
し
て

き
た
が
、
そ
の
各
参
加
者
の
数
が
一
○
○
人
’
三
○
○
人
程
度
で
、
全
学

生
の
一
割
に
も
達
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
し
か
も
、
前
記
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、
四
年
間
の
う
ち
講
演
会
に
一
回
も
参
加
し
て
い
な

い
学
生
が
実
に
六
六
・
○
％
に
達
し
て
い
た
Ｐ
と
り
わ
け
重
要
な
企
画
で

あ
る
現
地
研
修
の
参
加
者
の
少
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ
る
（
一
九
七
八
年

の
狭
山
現
地
研
修
の
場
合
Ｐ
学
生
一
四
名
、
教
員
八
名
、
職
員
一
名
。
同

じ
く
一
九
八
○
年
の
場
合
、
学
生
二
八
名
、
教
員
四
名
。
一
九
八
一
年
の

浅
香
地
区
現
地
研
修
の
場
合
、
学
生
五
五
名
、
教
員
二
○
名
、
職
員
二

名
）
Ｐ

④
教
員
研
修
に
つ
い
て
・

本
学
に
お
い
て
解
放
教
育
体
制
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
教
員
相
互
の

蔵
書
一
一
、
五
○
○
冊
〕
も
学
生
ｂ
教
員
に
よ
る
図
書
の
閲
覧
や
貸
出
し
諺

部
屋
の
利
用
な
ど
が
増
え
て
き
て
お
り
、
資
料
室
設
置
の
目
的
を
漸
次
果

た
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。
と
は
い
え
、
開
室
日
は
、
い
ま
だ
に
週
三
日

間
だ
け
で
あ
り
、
専
従
職
員
も
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。
前
記
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
れ
ば
、
資
料
室
を
知
ら
な
い
学
生
が
五
○
六
名
中
四
○
二
名

（
七
九
Ｃ
四
％
）
に
及
ん
で
お
り
、
き
わ
め
て
由
々
し
き
状
況
に
あ
る
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
：

３
今
後
の
課
題
‐
し
｝
灯
．
：

①
人
権
関
係
科
目
に
つ
い
て

人
権
関
係
科
目
選
択
必
修
制
は
凡
本
学
の
解
放
教
育
推
進
の
た
め
の
最

も
重
要
な
柱
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
点
を
再
確
認
し
、
そ
の
充
実
・
強
化

を
図
っ
て
い
く
。
当
面
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
努
力
す
る
。

仙
各
担
当
者
間
の
意
見
交
換
を
密
に
し
て
講
義
の
運
営
方
法
や
評
価
方
法

な
ど
に
つ
い
て
も
人
権
科
目
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
見
出
す
努
力
を
す
る
．

こ
と
。
②
八
二
年
度
か
ら
開
講
さ
れ
る
「
人
権
問
題
Ａ
（
人
権
総
論
・
定

住
外
国
人
問
題
）
」
と
「
人
権
問
題
Ｂ
（
『
障
害
者
』
問
題
）
」
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
。
③
各
人
権
関
係
科
目
の
受
講
者
数
に
偏
り
が
生
じ
な
い
よ

う
に
配
慮
す
る
こ
と
。

②
ゼ
ミ
討
議
に
つ
い
て

全
学
生
を
対
象
と
し
て
大
学
ぐ
る
み
で
人
権
教
育
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
は
、
す
べ
て
の
ゼ
ミ
と
り
わ
け
基
礎
ゼ
ミ
・
外
書
ゼ
ミ
で
人
権
問
題

に
関
し
て
で
き
る
か
ぎ
り
討
議
が
組
織
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
教
授
会
で
の
研
修
・
討
議
を
さ
ら
に
強
化
す
る
必
要
が
あ

る
。
ゼ
ミ
担
当
者
が
非
常
勤
講
師
の
場
合
、
困
難
な
条
件
が
多
い
が
、
そ

研
修
・
研
究
が
、
最
重
要
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
全
教
員
が
、
研
修
・
研
究

を
通
じ
て
自
己
の
研
究
の
な
か
に
人
権
問
題
を
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、

日
々
の
授
業
の
な
か
に
生
か
す
こ
と
が
、
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
な
お
我
々
の
努
力
は
十
分
で
あ
っ
た
と
は

い
え
な
い
。
こ
の
間
の
研
修
教
授
会
は
、
わ
ず
か
二
回
し
か
行
な
わ
れ
て

い
ず
、
現
地
研
修
へ
の
教
員
の
参
加
も
、
き
わ
め
て
少
な
い
二
九
八
一

年
六
月
の
浅
香
地
区
の
現
地
研
修
へ
は
二
○
名
が
参
加
し
た
が
、
そ
れ
で

も
教
授
会
メ
ン
バ
ー
の
四
分
の
一
程
度
で
あ
る
〕
。
ゼ
ミ
討
議
の
不
十
分

さ
は
、
お
そ
ら
く
教
員
側
の
研
修
に
む
け
て
の
努
力
不
足
の
結
果
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

⑤
部
落
問
題
委
員
会
・
人
権
委
員
会
に
つ
い
て

両
委
員
会
は
、
本
学
に
お
け
る
人
権
教
育
の
推
進
を
図
ろ
た
め
の
牽
引

車
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
こ
こ
数
年
、
両
委
員
会
は
、
人
権
教
育
の
確

立
に
む
け
て
様
々
な
意
見
Ｑ
企
画
を
教
授
会
に
提
案
し
、
教
授
会
全
構
成

員
の
協
力
を
得
て
少
な
か
ら
ぬ
成
果
を
あ
げ
て
き
た
こ
と
は
、
否
定
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
反
省
す
べ
き
は
、
両
委
員
会
が
人
権
教
育
に
関

し
て
教
授
会
の
請
負
機
関
と
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
傾
向
が
勺
と
き
に

み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
両
委
員
会
は
、
し
ば
し
ば
合
同
の
委
員
会

を
開
い
て
意
見
交
換
や
企
画
の
調
整
を
行
な
い
、
相
互
に
協
力
し
あ
っ
て

き
た
が
、
両
委
員
会
の
性
格
や
任
務
分
担
等
に
お
い
て
も
必
ず
し
も
明
確

で
な
い
部
分
も
あ
り
、
そ
の
た
め
活
動
内
容
の
重
複
な
ど
が
若
干
み
ら
れ

た
。

⑥
人
権
問
題
研
究
ひ
資
料
室
に
つ
い
て

←
二
九
八
○
年
六
月
開
室
以
来
⑲
図
書
・
資
料
の
整
備
も
進
み
（
現
在
、

の
方
策
に
つ
い
て
は
今
後
重
点
課
題
の
一
つ
と
し
て
検
討
を
加
え
て
い

く
。

③
映
画
鑑
賞
。
講
演
会
・
全
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
現
地
研
修
に
つ
い
て

映
画
鑑
賞
・
講
演
会
に
つ
い
て
は
、
映
画
の
選
定
や
講
師
・
テ
ー
マ
の

選
定
に
つ
い
て
さ
ら
に
配
慮
を
加
え
る
。
全
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
か
な
り

の
成
果
を
あ
げ
え
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
も
継
承
発
展
さ
せ
た
い
。

諸
行
事
の
な
か
で
は
、
現
地
研
修
が
最
も
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
こ

と
は
、
参
加
し
た
学
生
・
教
員
・
職
員
の
感
想
文
に
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ

れ
て
い
る
（
狭
山
と
浅
香
の
現
地
報
告
書
参
照
）
。
今
後
も
引
き
続
き
企

画
し
、
そ
の
実
施
方
法
に
さ
ら
に
検
討
を
加
え
て
内
容
を
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、
参
加
者
の
数
を
増
や
す
よ
う
努
力
す
る
（
と
く
に
教
職
員
に
強

く
は
た
ら
き
か
け
る
）
。
な
お
、
基
礎
ゼ
ミ
に
つ
い
て
は
、
昨
年
五
月
に

実
施
し
た
一
斉
映
画
鑑
賞
の
よ
う
な
や
り
方
を
追
求
す
る
。

④
教
員
研
修
に
つ
い
て

制
度
上
、
い
く
ら
立
派
な
解
放
教
育
体
制
が
と
と
の
っ
て
い
て
も
、
教

員
側
の
主
体
的
な
取
り
組
み
が
な
け
れ
ば
そ
れ
こ
そ
〃
仏
造
っ
て
魂
入
れ

ず
〃
と
い
っ
た
状
態
と
な
る
。
教
学
に
お
け
る
教
員
の
立
場
の
重
要
性
に

鑑
み
、
教
員
研
修
・
研
究
の
推
進
に
さ
ら
に
努
力
を
傾
け
る
。

⑤
部
落
問
題
委
員
会
・
人
権
委
員
会
に
つ
い
て

両
委
員
会
は
、
引
き
続
き
人
権
教
育
推
進
に
む
け
て
活
動
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
教
授
会
の
請
負
機
関
に
な
ら
な
い
よ
う
十
分
留
意
す
る
。
そ
の

た
め
に
も
部
落
問
題
委
員
は
各
懇
談
会
か
ら
一
名
ず
つ
選
出
さ
れ
る
よ
う

に
す
る
。
ま
た
、
従
来
に
も
ま
し
て
両
委
員
会
は
、
連
擁
・
協
力
を
図
る

と
と
も
に
、
当
面
任
務
分
担
を
次
の
よ
う
に
明
確
に
す
る
二
九
八
二
年






